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日
本
の
少
子
化
対
策
は
待

っ
た
な
し
だ
。
生
産
年
齢
人

口
の
減
少
は
経
済
や
社
会
の

衰
退
を
招
き
、
国
の
根
幹
を

揺
る
が
す
。
少
子
高
齢
化
の

進
行
は
年
金
や
医
療
保
険
・

介
護
保
険
な
ど
の
社
会
保
障

費
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

▼
国
は
児
童
手
当
や
幼
児
教

育
・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

育
児
休
業
給
付
の
拡
大
な
ど

年
約
３
・
５
兆
円
の
予
算
を

提
示
し
た
が
、
単
な
る
「
子

育
て
支
援
」
で
あ
り
出
生
数

の
増
加
効
果
は
あ
ま
り
期
待

で
き
な
い
▼
日
本
は
租
税
負

担
率
と
社
会
保
障
負
担
率
の

合
計
を
表
す
国
民
負
担
率
が

約
50
％
の
重
税
国
家
だ
。
８

割
以
上
の
若
者
に
結
婚
願
望

が
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
経
済

上
の
理
由
で
結
婚
で
き
な
い

「
不
本
意
未
婚
」の
割
合
は
４

割
超
と
い
わ
れ
て
い
る
。
結

婚
価
値
観
の
変
化
に
よ
る
選

択
的
非
婚
の
増
加
は
否
定
で

き
な
い
が
、
一
夫
婦
の
理
想

的
子
供
人
数
は
２
人
以
上
と

の
デ
ー
タ
も
あ
り
、
少
子
化

対
策
に
は
婚
姻
数
を
増
や
し

出
生
数
を
増
加
さ
せ
る
必
要

が
あ
る
▼
財
源
を
税
金
や
社

会
保
険
料
の
上
乗
せ
等
で
捻

出
す
る
方
策
は
言
語
道
断
で

あ
り
、
ま
す
ま
す
結
婚
意
欲

を
低
下
さ
せ
逆
効
果
と
な

る
。
少
子
化
対
策
に
は
国
民

負
担
を
軽
減
し
社
会
保
障
や

福
祉
を
充
実
さ
せ
、
安
定
し

た
生
活
基
盤
を
提
供
す
る
政

策
こ
そ
が
必
須
だ
。
（
隆
）

コ
ロ
ナ
特
例
等
見
直
し

感
染
再
拡
大
時
の
対
応
に
影
響
大

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

新
型
コ
ロ
ナ
対
応

�

３
つ
の
方
針

３
つ
の
方
針

　

厚
労
省
は
中
医
協
に
お
い

て
、
10
月
以
降
の
新
型
コ
ロ

ナ
対
応
に
つ
い
て
、
次
の
３

つ
の
方
針
を
提
案
し
た
。
①

平
均
在
院
日
数
の
特
例
（
新

型
コ
ロ
ナ
患
者
の
入
院
日
数

が
平
均
在
院
日
数
を
超
え
て

も
、
そ
の
超
え
た
分
の
診
療

報
酬
が
支
払
わ
れ
る
）
を
原

則
廃
止
す
る
②
施
設
基
準
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
医
療
機
関
に
つ
い
て

は
継
続
を
認
め
る
③
診
療
報

酬
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応

じ
て
、
感
染
症
対
策
に
係
る

診
療
内
容
や
薬
剤
の
費
用
を

評
価
す
る
。

　

こ
の
提
案
に
対
し
、
支
払

側
委
員
が
①
②
に
対
し
概
ね

賛
意
を
示
す
一
方
で
、
診
療

側
委
員
か
ら
は
平
均
在
院
日

数
の
特
例
の
継
続
、
感
染
症

対
策
に
係
る
診
療
内
容
や
薬

剤
の
費
用
の
評
価
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
が
多
数
出
さ
れ

た
。取

組
み
の
見
直
し・重
点
化

取
組
み
の
見
直
し・重
点
化

　

９
月
15
日
、
厚
労
省
か
ら

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
関
す
る
10
月
以
降
の

見
直
し
等
」
の
内
容
が
公
表

さ
れ
た
。
病
床
確
保
料
に
つ

い
て
は
、「
対
象
範
囲
を
重

症
・
中
等
症
Ⅱ
の
入
院
患
者
」

（
約
１
・５
万
人
、
新
型
コ
ロ

ナ
入
院
者
数
の
25
％
程
度
と

想
定
）
に
重
点
化
す
る
。

　

具
体
的
に
は
、「
感
染
状
況

等
に
応
じ
た
段
階・即
応
病
床

数
の
目
安
」を
示
し
た
図
。

「
段
階
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
」
に
至
ら

な
い
時
期
は
、
病
床
確
保
料

に
よ
る
補
助
は
行
わ
な
い
。

　

ま
た
、
激
変
緩
和
措
置
と

し
て
、
10
月
中
は「
段
階
Ⅰ
」

に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
病

床
確
保
料
の
補
助
が
行
わ
れ

る
が
、
11
月
以
降
は
、「
段
階

Ⅰ
」
に
達
す
る
ま
で
交
付
さ

れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
病
床
確
保
料
の

補
助
基
準
額
（
上
限
額
）
は
、

「
重
点
医
療
機
関
の
区
分
を

廃
止
」
し
た
う
え
で
、「
現
行

の
80
％
」
に
設
定
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
特
例
は

コ
ロ
ナ
特
例
は

�

縮
小
し
て
継
続

縮
小
し
て
継
続

　

コ
ロ
ナ
特
例
に
つ
い
て
は

点
数
の
一
部
終
了
ま
た
は
半

減
と
な
り
、「
概
ね
縮
小
し
て

継
続
す
る
」
こ
と
と
な
っ
た

（
外
来
・
在
宅
の
変
更
点
等
を

ま
と
め
た
早
見
表
を
４
面

保
険
診
療
研
究
に
て
掲
載
）。

　

施
設
基
準
で
は
、
平
均
在

院
日
数
や
手
術
実
績
件
数
等

の
診
療
実
績
等
に
係
る
要
件

に
関
す
る
特
例
が
廃
止
と
な

っ
た
。
一
方
で
急
激
な
感
染

拡
大
時
等
に
入
院
患
者
の
受

け
入
れ
が
可
能
な
病
棟
を
迅

速
に
整
備
す
る
た
め
に
必
要

な
特
例
や
「
薬
剤
な
ど
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
特
性
を
踏
ま

９
月
13
日
︑
中
医
協
総
会
で
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
お
け
る

「
コ
ロ
ナ
特
例
」
の
見
直
し
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
︒
厚
労
省
は
９
月
15
日
︑
10
月
以

降
の
対
策
を
明
ら
か
に
し
︑
病
床
確
保
料
の
見
直
し
や
診
療
報
酬
な
ど
に
お
け
る
「
コ

ロ
ナ
特
例
」
の
点
数
を
大
幅
に
引
き
下
げ
た
︒
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
が
多
数
発
生
し
て
い

る
現
状
に
お
い
て
︑
病
床
確
保
料
や
診
療
報
酬
臨
時
特
例
な
ど
を
縮
小
し
た
対
策
で
︑

コ
ロ
ナ
患
者
に
十
分
な
対
応
を
行
え
る
の
か
︑
懸
念
が
広
が
っ
て
い
る
︒

え
出
来
高
算
定
を
可
能
に
し

て
い
る
も
の
」
に
つ
い
て
は

期
限
付
き
で
継
続
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

感
染
拡
大
時
に
は

感
染
拡
大
時
に
は

�

厳
し
い
状
況
に

厳
し
い
状
況
に

10
月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
が
、
新
型
コ

ロ
ナ
患
者
が
依
然
と
し
て
多

数
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
今
冬
、
更
に
増
加
す
る

事
態
も
予
想
さ
れ
る
。

　

厚
労
省
は
感
染
ピ
ー
ク
時

に
お
け
る
重
症
・
中
等
症
Ⅱ

の
入
院
患
者
数
を
約
１
・
５

万
人
、
新
型
コ
ロ
ナ
入
院
者

数
の
25
％
程
度
と
見
込
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
基
礎
疾
患

が
悪
化
し
た
患
者
に
つ
い
て

は
確
保
病
床
で
の
受
け
入
れ

が
難
し
く
な
る
。
ク
ラ
ス
タ

ー
を
防
ぐ
た
め
に
「
個
室
対

応
」
が
必
要
に
な
る
が
、
病

院
の
病
室
・
病
床
に
は
限
り

が
あ
る
た
め
「
受
け
入
れ
不

能
」
に
な
る
事
態
が
懸
念
さ

れ
る
。

　

全
数
把
握
か
ら
定
点
把
握

に
変
更
と
な
り
、
感
染
状
況

の
実
態
が
不
明
瞭
と
な
っ
た

中
で
、
厚
労
省
は
「
病
床
確

保
料
や
診
療
報
酬
臨
時
特
例

な
ど
を
縮
小
し
た
対
策
」
を

強
行
し
、
医
療
機
関
は
負
担

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
医
療

機
関
は
コ
ロ
ナ
患
者
に
十
分

な
対
応
が
行
え
る
の
か
、
ま

た
、
十
分
な
診
療
・
介
護
報

酬
改
定
等
が
行
わ
れ
る
の
か
、

今
後
の
状
況
を
注
視
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

９
月
28
日
、
本
会
は
「
在

宅
医
療
請
求
講
座
」
を
テ
ー

マ
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
保
険
診

療
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
山
田
祐
也
氏

（
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

事
務
局
主
査
）
を
講
師
に
迎

え
、
医
師
や
職
員
な
ど
61
名

が
参
加
し
た
。

　

講
演
は
、
在
宅
医
療
特
有

の
考
え
方
・
算
定
方
法
、
在

宅
患
者
へ
の
検
査
、
注
射
、

処
置
を
は
じ
め
、
医
療
と
介

護
の
給
付
調
整
や
医
師
に
よ

る
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
請

段階Ⅰ

段階Ⅱ

段階Ⅲ

・ オミクロン株ピーク時の３分の１の入院患者が発生して
いる段階（ピークまで約６週間を想定）

・ オミクロン株ピーク時の２分の１の入院患者が発生して
いる段階（ピークまで約４週間を想定）

・ オミクロン株ピーク時の８割の入院患者が発生している
段階

・ 整備する即応病床数（在院者数：ピーク時の1/2－ピーク
時の1/3）×0.25（上述のように在院患者の25％が補助
対象となる重症・中等症Ⅱと想定、以下同じ）

・ 整備する即応病床数：以下の和
▼（在院者数：ピーク時の1/2－ピーク時の1/3）×0.25
▼（在院者数：ピーク時－ピーク時の1/2）×0.25

・ 整備する即応病床数：以下の和
▼（在院者数：ピーク時の1/2－ピーク時の1/3）×0.25
▼（在院者数：ピーク時－ピーク時の1/2）×0.25
▼（在院者数：２週間後の試算－ピーク時）×0.25

求
上
の
留
意
点
等
多
岐
に
わ

た
り
詳
説
が
行
わ
れ
た
。

　

山
田
氏
は
在
宅
医
療
特
有

の
考
え
方
・
算
定
方
法
に
つ

い
て
、
同
一
建
物
居
住
者
、

同
一
患
家
、
単
一
建
物
診
療

患
者
の
定
義
、
算
定
方
法
、

例
外
規
定
等
に
つ
い
て
説
明
。

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
の
使
い

分
け
が
重
要
だ
と
述
べ
た
。

　

在
宅
患
者
に
検
査
、注
射
、

処
置
を
行
っ
た
場
合
の
取
扱

い
で
は
、
医
師
（
看
護
師
同

行
）
が
実
施
し
た
場
合
と
看

護
師
単
独
で
実
施
し
た
場
合

の
取
扱
い
が
異
な
る
点
等
を

解
説
し
た
。

　

医
療
と
介
護
の
給
付
調
整

に
つ
い
て
は
、
要
介
護
者
、

要
支
援
者
へ
の
診
療
報
酬
の

算
定
制
限
が
ど
の
よ
う
な
建

付
け
で
実
施
さ
れ
る
か
を
給

付
調
整
告
示
・
通
知
の
中
身

を
見
な
が
ら
説
明
し
た
。

　

医
師
に
よ
る
居
宅
療
養
管

理
指
導
で
は
、
居
宅
療
養
管

理
指
導
費
に
関
す
る
基
本
的

な
考
え
方
や
留
意
事
項
を
述

べ
、カ
ル
テ
へ
の
記
載
事
項
、

人
員
・
設
備
・
運
営
に
関
す

る
基
準
を
紹
介
し
た
。

　

最
後
に
在
宅
医
療
点
数
の

請
求
上
の
留
意
点
と
し
て
、

点
数
の
理
解
の
助
け
と
な
る

考
え
方
、審
査
上
の
留
意
点
、

個
別
指
導
で
よ
く
指
摘
さ
れ

る
事
項
を
解
説
し
、
セ
ミ
ナ

ー
を
締
め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
非
常
に

勉
強
に
な
っ
た
」「
今
後
も
参

加
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
大
変
好
評
だ
っ
た
。

在宅医療点数の留意点を学ぶ
WEB保険診療セミナー
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２
０
２
４
年
度
は
診
療

報
酬
改
定
と
同
時
に
介
護

報
酬
改
定
も
行
わ
れ
る
。

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

の
後
期
高
齢
者
と
な
る
２

０
２
５
年
問
題
の
前
の
年

で
も
あ
り
、
そ
の
動
向
に

は
注
意
が
必
要
だ
。

　

介
護
報
酬
の
改
定
は
３

年
に
一
度
行
わ
れ
る
が
、

２
０
１
８
年
０
・
54
％
、

２
０
２
１
年
０
・
７
％
と

２
回
の
プ
ラ
ス
改
定
で
あ

っ
た
が
、
２
０
１
５
年
の

マ
イ
ナ
ス
２
・
27
％
の
影

響
が
大
き
く
、
介
護
事
業

所
の
経
営
は
厳
し
い
状
況

に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
２

０
１
５
年
改
定
の
翌
年
に

は
、
介
護
事
業
所
の
倒
産

件
数
が
１
０
０
件
を
超
え
、

そ
の
後
も
同
様
の
傾
向
が

続
い
て
い
る
。
ま
た
要
支

援
者
が
市
町
村
に
よ
る
総

合
事
業
に
移
行
し
、
単
価

が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
た
め
、
総
合
事
業
か
ら

撤
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
た
事
業
者
も
少
な
く
な

い
。

　

要
介
護
者
が
自
宅
で
ヘ

ル
パ
ー
に
よ
り
介
護
を
受

け
る
訪
問
介
護
事
業
の
環

境
が
厳
し
く
、
約
４
割
の

事
業
所
が
赤
字
経
営
を
強

い
ら
れ
て
い
る
。
訪
問
介

護
の
利
用
者
は
10
年
間
で

19
％
増
え
て
い
る
が
、
ヘ

ル
パ
ー
数
は
２
０
１
８
年

の
52
万
人
か
ら
、
２
０
２

１
年
に
は
51
万
人
に
減
少

し
て
い
る
。
有
効
求
人
倍

率
は
過
去
最
高
の
15
・
53

倍
、
厚
労
省
の
公
表
で
も

10
倍
を
超
え
る
職
業
は
他

に
な
く
、
異
常
な
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

　

ヘ
ル
パ
ー
の
平
均
年
齢

は
54
・
７
歳
、
介
護
職
員

の
平
均
よ
り
７
・
４
歳
高

く
、
65
歳
以
上
が
26
・
３

％
、
70
歳
以
上
も
13
・
５

％
と
高
齢
化
が
顕
著
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
訪
問

介
護
の
報
酬
が
訪
問
時
間

に
応
じ
て
計
算
さ
れ
、
移

動
時
間
は
報
酬
に
反
映
さ

れ
ず
、
結
果
と
し
て
賃
金

が
低
く
押
さ
え
ら
れ
、
新

し
い
職
員
の
確
保
が
難
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
報
酬
の
算
定

方
法
を
改
善
し
な
け
れ
ば
、

今
後
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

受
け
ら
れ
な
い
利
用
者
も

で
て
く
る
可
能
性
が
高
い
。

　

厚
労
省
は
対
策
と
し
て

来
年
度
改
定
に
お
い
て
訪

問
介
護
と
通
所
介
護
を
併

せ
て
行
う
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
を
検
討
し
て
い
る
が
、

人
員
不
足
の
中
で
介
護
報

酬
の
改
善
が
な
け
れ
ば
、

取
り
組
む
事
業
所
は
限
ら

れ
る
だ
ろ
う
。

　

物
価
高
騰
に
よ
る
諸
経

費
の
増
加
、
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
の
経

費
も
考
慮
す
る
と
大
幅
な

介
護
報
酬
の
引
き
上
げ
を

求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

介
護
報
酬
の

大
幅
な
引
き
上
げ
を

　

時
は
昭
和
56
年
７
月
。
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
４
人
が
集
ま
り
、

我
が
家
の
裏
の
川
に
て
、
ル

ア
ー
で
イ
ワ
ナ
を
狙
っ
て
い

た
︙
︙
。

　

友
人
Ｉ
Ｔ
「
な
ん
か
お
前

の
ベ
ス
ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
、
グ

ネ
グ
ネ
動
い
て
な
い
か
？
」

　

坂
田「
い
や
、気
の
せ
い
だ
」

　

友
人
Ｈ
Ｔ「
お
前
、
そ
れ
、

イ
ワ
ナ
だ
べ
や
」

　

友
人
Ｈ
Ｈ
「
掟
破
り
だ
、

総
括
だ
総
括
、総
括
し
ろ
！
」

　

こ
の
頃
私
は
、
周
り
の
友

達
に
半
ば
無
理
や
り
ル
ア
ー

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
を
や
ら
せ
た

（
笑
）。
き
っ
か
け
は
強
引
で

も
、
や
る
と
楽
し
い
の
で
、

み
ん
な
ど
ん
ど
ん
ハ
マ
っ
て

い
き
、
釣
り
ク
ラ
ブ
な
ん
か

を
結
成
し
た
。
Ｔ
Ｂ
Ａ
（
ト

ラ
ウ
ト
・
ボ
ー
イ
・
ア
ン
グ

ラ
ー
ズ
）
と
い
う
会
名
に
し

た
。
鱒
釣
り
を
楽
し
む
少
年

達
、と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
だ
。

会
則
は
た
だ
一
つ
だ
け
で
、

そ
れ
以
外
に
は
な
い
。
そ
し

て
そ
の
会
則
だ
が
、そ
れ
は
、

﹃
キ
ャ
ッ
チ
＆
リ
リ
ー
ス
﹄

（
自
己
最
大
サ
イ
ズ
は
除
く
）

と
い
う
、
あ
る
意
味
緩
々
な

内
容
だ
。

　

が
、
そ
れ
ま
で
釣
り
上
げ

た
魚
は
普
通
に
ビ
ク
や
ビ
ニ

ー
ル
の
袋
に
入
れ
て
持
ち
帰

り
、
冷
凍
し
て
標
本
の
よ
う

に
眺
め
た
り
、
も
ち
ろ
ん
塩

焼
き
や
天
ぷ
ら
や
フ
ラ
イ
に

し
て
食
べ
て
い
た
わ
け
だ
。

そ
れ
が
突
然
、
釣
り
上
げ
た

魚
は
リ
リ
ー
ス
と
い
う
掟
が

課
せ
ら
れ
た
。

　

ル
ア
ー
・
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ

シ
ン
グ
と
い
う
と
、
リ
リ
ー

ス
は
当
た
り
前
。
リ
リ
ー
ス

っ
て
な
ん
か
カ
ッ
コ
良
い
。

当
然
、
資
源
保
護
の
観
点
か

ら
も
リ
リ
ー
ス
は
必
要
不
可

欠
な
行
為
。
特
に
最
後
の
意

味
合
い
が
重
要
で
会
則
に
し

た
。

　

わ
か
っ
て
は
い
る
。
釣
り

あ
げ
た
端
か
ら
す
べ
て
キ
ー

プ
し
て
い
て
は
そ
の
う
ち
魚

が
激
減
し
て
し
ま
い
、
釣
れ

な
く
な
る
。
そ
れ
は
困
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
リ
リ
ー
ス
で

あ
る
。

　

け
れ
ど
、
リ
リ
ー
ス
を
始

め
た
頃
、
仲
間
に
は
さ
ん
ざ

ん
リ
リ
ー
ス
の
重
要
性
を
説

い
て
い
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

私
は
こ
っ
そ
り
と
釣
り
ベ
ス

ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
、
袋
に
入

れ
た
イ
ワ
ナ
を
隠
し
持
っ
て

い
た
。つ
ま
り
、私
は
リ
リ
ー

ス
し
た
ふ
り
を
し
、
仲
間
か

ら
は
見
え
な
い
位
置
で
ベ
ス

ト
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
イ
ワ
ナ
を

隠
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

し
て
、
バ
レ
た（
笑
）。
動
く

な
よ
な
ぁ
、
イ
ワ
ナ
。
そ
れ

が
冒
頭
の
会
話
時
だ
。

　

が
、
し
か
し
、
他
の
三
人

は
釣
れ
た
イ
ワ
ナ
を
何
の
躊

躇
い
も
な
く
リ
リ
ー
ス
し
て

い
る
。

　
﹃
信
じ
ら
れ
ん
﹄

　

そ
の
光
景
を
観
た
坂
田
少

年
は
、
や
せ
我
慢
を
し
つ
つ

釣
り
あ
げ
た
イ
ワ
ナ
を
リ
リ

ー
ス
す
る
よ
う
に
し
た
が
、

そ
れ
は
そ
れ
は
苦
痛
で
苦
痛

で
。

　
﹃
格
好
良
い
釣
り
を
す
る

た
め
に
は
や
せ
我
慢
っ
て
必

要
な
ん
だ
な
ぁ
﹄
と
学
ん
だ

瞬
間
だ
っ
た
。

　

坂
田
潤
一
氏
は
、
釣
り
・
ア
ウ
ト
ド
ア
雑
誌
の
編
集
者
と
し
て
「Rise

」
の

制
作
に
携
わ
り
、「
北
海
道
の
つ
り
」
編
集
部
な
ど
を
歴
任
。
北
海
道
が
誇
る
大

自
然
の
魅
力
と
フ
ィ
ー
ル
ド
の
現
状
を
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
通
し
て
伝
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
本
紙
で
は
昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て「
釣
り
を
科
学
し
、

哲
学
す
る
。」
を
全
５
回
に
わ
た
っ
て
連
載
し
、
非
常
に
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、

今
回
は
「
釣
り
経
験
談
・
失
敗
談
」
を
テ
ー
マ
に
再
び
執
筆
い
た
だ
く
。

新連載開始
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「釣道楽」発行人　坂田 潤一

賃
上
げ
優
先
で

賃
上
げ
優
先
で

社
会
保
障
は
抑
制

社
会
保
障
は
抑
制

　

当
日
の
テ
ー
マ
は
「
財
政

総
論
」
で
あ
っ
た
が
、
重
要

課
題
と
し
て
真
っ
先
に
社
会

保
障
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
来

年
実
施
さ
れ
る
診
療
報
酬
改

定
に
つ
い
て
、
近
年
の
物
価

上
昇
率
を
上
回
る
単
価
増
へ

の
対
応
が
議
論
さ
れ
た
。

　

財
務
省
は
、
医
療
・
介
護

に
係
る
保
険
給
付
費
等
の
伸

び
と
労
働
者
の
給
与
の
伸
び

が
同
程
度
で
あ
れ
ば
、
現
役

世
代
が
負
担
す
る
医
療
・
介

護
保
険
料
率
の
上
昇
を
抑
え

ら
れ
る
と
主
張
。
社
会
保
障

費
の
抑
制
と
賃
上
げ
構
造
の

改
善
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
財
務
省
は
と
く
に

診
療
所
の
経
営
状
況
に
つ
い

て
、
医
療
費
の
総
額
を
受
診

延
べ
日
数
で
割
っ
た
「
１
受

診
あ
た
り
の
医
療
費
」が
コ
ロ

ナ
禍
中
で
も
物
価
上
昇
率
を

超
え
る
約
４
・
３
％
水
準
で

急
増
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
理
由
か
ら
ト
リ

プ
ル
改
定
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
は
慎
重
な
姿
勢
を
示
し

た
。
建
議
は
今
後
、
分
野
別

等
の
議
論
を
経
て
11
月
末
か

ら
12
月
初
め
頃
に
ま
と
め
ら

れ
る
予
定
だ
。

「「
１
人
あ
た
り
医
療
費

１
人
あ
た
り
医
療
費
」」

は
横
ば
い

は
横
ば
い

　

厚
労
省
の
中
医
協
総
会
に

お
い
て
も
、
医
療
費
の
動
向

が
議
論
さ
れ
た
。
診
療
側
と

支
払
側
は
、
医
療
費
の
伸
び

を
議
論
す
る
に
あ
た
り
、「
１

人
あ
た
り
の
医
療
費
」と「
１

日
あ
た
り
の
医
療
費
」
の
ど

ち
ら
を
重
視
す
る
か
で
意
見

が
対
立
し
た
。

　

１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は

財
務
省
は
９
月
27
日
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
対
す
る
「
秋
の
建
議
」
の
取
り
ま
と

め
に
向
け
、
議
論
を
開
始
し
た
。
ト
リ
プ
ル
改
定
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
は
慎
重
な
姿

勢
を
示
し
、
今
後
、
分
野
別
等
の
議
論
を
経
て
11
月
末
か
ら
12
月
初
め
頃
に
建
議
を
ま

と
め
る
。
同
日
に
開
催
さ
れ
た
厚
労
省
の
中
医
協
で
は
医
療
費
の
動
向
が
議
論
さ
れ
、

診
療
側
は
「
１
日
あ
た
り
」、
支
払
側
は
「
１
人
あ
た
り
」
の
医
療
費
で
見
る
べ
き
と
し

て
意
見
が
対
立
し
た
。
医
療
現
場
の
実
態
を
ベ
ー
ス
と
し
た
議
論
が
望
ま
れ
る
。

過
年
度
よ
り
も
増
加
し
て
い

る
が
、
コ
ロ
ナ
特
例
分
を
除

い
た
医
療
費
の
増
加
率
は
１

年
あ
た
り
１
・
５
％
程
度
で

あ
り
、
約
3
％
前
後
で
推
移

し
つ
づ
け
る
物
価
上
昇
率
を

下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
図
。

　

診
療
側
は
、
コ
ロ
ナ
特
例

で
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
部
分

を
「
特
例
が
廃
止
さ
れ
た
後

も
感
染
対
策
等
の
必
要
な
コ

ス
ト
と
し
て
継
続
さ
れ
る
た

め
、
医
療
機
関
の
経
営
状
況

は
厳
し
い
」
と
訴
え
た
。
一

方
で
、
支
払
側
は
、
１
日
あ

た
り
医
療
費
は
年
々
増
加
し

て
お
り
、
医
療
費
の
抑
制
策

を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
反

論
。
お
互
い
の
主
張
は
平
行

線
を
辿
っ
た
。

診
療
報
酬
は
人
件
費

診
療
報
酬
は
人
件
費

だ
け
で
は
な
い

だ
け
で
は
な
い

　

保
険
診
療
を
ベ
ー
ス
と
す

る
医
療
機
関
の
経
営
は
、
公

的
保
険
の
診
療
報
酬
が
経
費

の
原
資
と
な
る
。
診
療
報
酬

は
賃
金
水
準
と
は
異
な
り
、

２
年
に
１
回
の
改
定
で
、
必

ず
し
も
引
き
上
げ
に
な
る
わ

け
で
は
な
い
。
過
去
10
回
の

改
定
で
は
、
全
体
で
マ
イ
ナ

ス
改
定
が
７
回
、
診
療
報
酬

本
体
だ
け
み
て
も
３
回
の
マ

イ
ナ
ス
改
定
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
１
人
あ
た
り
の
医

療
費
単
価
は
上
昇
し
て
い
る

も
の
の
、
物
価
高
騰
や
高
額

薬
剤
の
登
場
、
高
度
化
し
た

医
療
の
提
供
な
ど
に
よ
り
、

原
価
割
れ
が
起
こ
り
、
医
療

機
関
の
収
入
と
な
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
。

◇　

◇　

◇

10
月
か
ら
最
低
賃
金
が
改

定
さ
れ
、
各
都
道
府
県
で
39

円
~
47
円
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

　

物
価
高
騰
を
背
景
に
、
制

度
開
始
以
来
初
の
「
１
０
０

０
円
超
」
と
な
り
、
過
去
最

大
の
上
げ
幅
と
な
っ
た
。
8

月
に
は
道
内
の
平
均
時
給
が

す
で
に
１
０
４
４
円
と
な
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
後
の

さ
ら
な
る
平
均
賃
金
の
ア
ッ

プ
は
確
実
で
あ
る
。

　

財
務
省
は
、
中
医
協
の
医

療
経
済
実
態
調
査
の
結
果
を

確
認
し
た
上
で
、
最
終
的
な

単
価
設
定
を
検
討
す
べ
き
と

し
て
い
る
が
、
医
療
機
関
の

適
正
な
経
済
活
動
と
従
事
者

の
生
活
を
保
障
す
る
た
め
に

は
、
診
療
報
酬
の
適
正
な
引

き
上
げ
が
必
須
で
あ
り
、
喫

緊
の
課
題
で
は
な
い
か
。

―社会保障抑制の環境作り
財務省 改定に厳しい目解

説
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医
療
者
が
糖
尿
病
患
者
さ

ん
に
糖
尿
病
教
育
の
講
演
を

行
う
„糖
尿
病
教
室
“
は
糖

尿
病
教
育
入
院
の
定
番
コ
ン

テ
ン
ツ
で
す
。
病
院
食
で
摂

取
熱
量
を
学
び
、
理
学
療
法

士
が
運
動
指
導
を
行
う
、
医

師
、
看
護
師
、
管
理
栄
養
士
、

臨
床
検
査
技
師
等
に
よ
る
糖

尿
病
教
室
を
受
け
る
の
が
糖

尿
病
教
育
入
院
の
一
般
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　

１
~
２
週
間
の
教
育
入
院

が
で
き
な
い
方
に
は
外
来
患

者
さ
ん
向
け
の
糖
尿
病
教
室

を
開
催
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
が
、
多
く
の
医
療
機
関
で

は
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
も
あ
り

外
来
で
の
糖
尿
病
教
室
は
な

か
な
か
行
え
ず
、
開
催
し
て

も
患
者
さ
ん
の
時
間
が
合
わ

な
い
な
ど
個
別
栄
養
指
導
の

み
を
受
診
さ
れ
る
方
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
動
画
配
信
サ

ー
ビ
ス
の
一
般
利
用
率
が
３

割
増
え
生
活
に
浸
透
す
る
現

在
、
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
で

あ
るYouTube

を
用
い
た
患

者
教
育
と
し
て
、
昨
年
の
北

海
道
保
険
医
新
聞
で
は
当
院

管
理
栄
養
士
に
よ
る
糖
尿
病

運
動
療
法
コ
ン
テ
ン
ツ
„Ｄ

Ｍ
ヨ
ガ
R
“
を
ご
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
は
当

院
の
看
護
師
し
ろ
ま
る
さ
ん

の
„糖
尿
病
と
フ
ッ
ト
ケ
ア

の
専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
“
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　

通
院
時
に
医
師
と
話
せ
る

時
間
に
は
ど
う
し
て
も
限
り

が
あ
り
ま
す
。「
糖
尿
病
っ
て

ど
ん
な
病
気
？
」「
フ
ッ
ト
ケ

ア
っ
て
何
を
す
れ
ば
い
い
の
？
」

「
合
併
症
っ
て
ど
う
す
す
む

の
？
」
な
ど
様
々
な
疑
問
、

よ
く
あ
る
質
問
に
対
し
て
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
使
っ
て
詳

し
く
解
説
し
た
い
と
い
う
考

え
か
ら
、当
院
の
看
護
師（
保

健
師
、糖
尿
病
療
養
指
導
士
）

さ
ん
が
コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作

を
２
０
２
１
年
夏
頃
か
ら
始

め
ま
し
た
。

　

当
初
は
フ
ッ
ト
ケ
ア
に
関

す
る
テ
ー
マ
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
食
事
、
検
査
、
糖

尿
病
合
併
症
な
ど
多
岐
に
渡

る
内
容
が
紹
介
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
15
分
以
上

の
長
い
も
の
か
ら
、
１
~
２

分
程
度
の
シ
ョ
ー
ト
バ
ー
ジ

ョ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

見
や
す
い
縦
画
面
な
ど
多
く

の
動
画
が
制
作
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の

ス
キ
ル
や
自
ら
行
っ
て
い
る

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
み
る
み
る

上
達
し
、
プ
ロ
の
動
画
に
間

違
え
ら
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

好
き
な
と
き
に
何
度
で
も

観
て
、
根
拠
に
基
づ
く
情
報

を
楽
し
く
得
ら
れ
る
、
と
い

う
コ
ン
セ
プ
ト
で
月
に
１
~

２
本
の
動
画
配
信
を
重
ね
、

動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
用
い
た

動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
用
い
た

 

次
世
代
の
糖
尿
病
教
室

次
世
代
の
糖
尿
病
教
室

札
幌
支
部��

さ
っ
ぽ
ろ
糖
尿
病・甲
状
腺
ク
リ
ニ
ッ
ク

竹
内
　
淳

現
在
32
本
の
動
画
コ
ン
テ
ン

ツ
が
制
作
さ
れ
、
２
・
２
万

人
の
登
録
者
と
最
大
１
２
０

万
の
視
聴
回
数
が
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
糖
尿
病
教
育
入

院
に
取
っ
て
代
わ
る
可
能
性

も
秘
め
た
看
護
師
し
ろ
ま
る

︻
糖
尿
病
と
フ
ッ
ト
ケ
ア
の

専
門
チ
ャ
ン
ネ
ル
︼、ご
興
味

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
、

「
看
護
師
、
し
ろ
ま
る
」で
検

索
お
願
い
し
ま
す
！

運
ぶ
フ
リ
を
し
て
、
そ
の
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
有
様

で
あ
る
。弄
ば
れ
よ
う
と
も
、

ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
に
回
収
さ

れ
る
前
に
先
回
り
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。難
易
度
は
高
い
。

　

成
長
と
と
も
に
子
ど
も
関

連
用
品
は
増
え
続
け
、
子
ど

も
自
身
の
行
動
範
囲
も
広
が

る
た
め
、
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

が
必
要
と
な
る
。

　

ま
た
、
無
造
作
に
置
い
て

あ
る
も
の
は
高
確
率
で
齧
ら

れ
、
投
げ
ら
れ
る
。
特
に
リ

モ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
は
格
好
の

餌
食
と
な
る
。
我
が
家
で
は

テ
レ
ビ
でYouTube

の
子

ど
も
向
け
動
画
を
流
し
て
い

る
こ
と
が
多
い
が
、
ど
こ
か

し
ら
か
ら
リ
モ
コ
ン
を
拾
っ

て
き
て
は
「
ん
っ
！
（
動
画

を
流
せ
）」と
押
し
つ
け
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
。
使
用
頻

度
の
低
い
も
の
は
い
っ
そ
捨

て
て
し
ま
う
か
手
の
届
か
な

い
と
こ
ろ
に
収
納
し
、
使
用

頻
度
の
高
い
も
の
は
使
い
や

す
く
か
つ
手
の
届
か
な
い
と

こ
ろ
に
定
位
置
を
確
保
し
た

上
で
、
使
っ
た
あ
と
は
元
の

位
置
に
戻
す
、定
物
定
置（
定

位
）の
徹
底
が
必
要
と
な
る
。

　

厚
労
省
は
労
働
災
害
予
防

と
し
て
４
Ｓ
運
動
（
整
理
・

整
頓
・
清
掃
・
清
潔
）
を
推

進
し
て
い
る
ら
し
い
。
こ
れ

に
し
つ
け
（
習
慣
化
）
を
加

え
て
５
Ｓ
と
す
る
場
合
も
あ

る
よ
う
だ
。
主
に
製
造
業
や

サ
ー
ビ
ス
業
で
行
わ
れ
て
い

る
運
動
だ
が
、
こ
れ
を
「
子

育
て
の
５
Ｓ
運
動
」
と
す
る

な
ら
ば
、
５
つ
目
の
Ｓ
は
４

Ｓ
の
徹
底
に
限
ら
ず
、
親
自

身
が
あ
ら
た
め
て
自
ら
の
生

活
習
慣
を
見
つ
め
直
し
、
自

分
を
律
す
る
（
し
つ
け
る
）こ

と
を
指
す
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

昨
年
４
月
、
私
は
父
に
な

っ
た
。
子
ど
も
は
日
常
に
彩

り
と
多
く
の
変
化
を
も
た
ら

し
た
。
そ
の
中
で
も
毎
日
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
。
安
全
・
衛
生
の

確
保
で
あ
る
。

　

ず
り
這
い
が
ひ
と
た
び
始

ま
る
と
、
至
る
所
を
這
っ
て

移
動
す
る
よ
う
に
な
り
、
さ

な
が
ら
生
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
掃

除
機
で
あ
る
。
衣
服
に
付
着

す
る
だ
け
な
ら
ま
だ
い
い
。

好
奇
心
の
お
も
む
く
ま
ま
に
、

と
に
か
く
口
へ
運
ぶ
。
目
線

が
低
い
か
ら
な
の
か
、
細
か

い
も
の
も
本
当
に
よ
く
見
つ

け
る
。
髪
の
毛
、
お
菓
子
の

欠
片
、
繊
維
の
毛
玉
、
な
ど

な
ど
︙
。

　

最
近
で
は
、
口
に
入
れ
よ

う
と
す
る
様
を
見
る
と
慌
て

て
駆
け
つ
け
る
親
の
姿
が
面

白
い
よ
う
で
、
こ
ち
ら
が
見

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な
が

ら
落
ち
て
い
る
も
の
を
口
に

子
育
て
の
５
Ｓ

子
育
て
の
５
Ｓ

札
幌
支
部
　
光
聖
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
　

似
鳥
　
圭
佑

お申し込み、お問い合わせは、事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

11月12日（日） 10:30～11:30
北海道保険医会 会議室（オンライン同時開催）
（札幌市中央区大通西6丁目6番地　北海道医師会館3階）

札幌市・札幌近郊の医師、家族、職員の方

会場参加（先着30名）、またはオンライン（Zoomウェビナー利用）
※インターネット環境とZoomアプリのダウンロードが必要です。

第一部：長野 健二 氏（総合メディカル株式会社 北海道営業部）
第二部：林　 邦生 氏（あさひ町南大通クリニック 前院長）

QRもしくは本会ホームページから申込ください
※お問合せは本会事務局まで（TEL 011-231-6281）

参加
無料

①法人加入の場合の保険料は原則全額損金算入できます。
②断然安い保険料で最高6,000万円まで保障します。
③剰余金が生じた場合は配当金としてお支払いします！
④面倒な医師の診査は不要。簡単な告知でお申込みできます。

メ
リ
ッ
ト

〈お申込み資格〉・会員·配偶者…満65歳６カ月未満の方
　　　　　　　・こども…満２歳６カ月超　満22歳６カ月以下の方

月額保険料と保障金額 ＜会員本人 男性の場合＞ ※一部抜粋
保険年齢 6,000万円 5,000万円 1,000万円 500万円
46～50歳 14,100円 11,750円 2,350円 1,175円
51～55歳 20,520円 17,100円 3,420円 1,710円
56～60歳 29,640円 24,700円 4,940円 2,470円
61～65歳 45,360円 37,800円 7,560円 3,780円

死亡時・高度障害時に
お支払いする保険グループ保険グループ保険 2021年度配当率

30.66％ !

配信サービスのご利用を配信サービスのご利用を！！

　本会では「北海道保険医新聞」を発行し、医療情報をはじめ、
さまざまな情報を会員の皆様にお伝えしておりますが、より
迅速に情報をお伝えすることを目的に、「北海道保険医会
Ｎews Ｌetter」を配信しております。
　11月より掲載方法を見直し、内容をテーマでわけてより
見やすい内容に変更いたします（配信無料、週２回【月・木】
配信いたします）。

〇申込方法

〇お問合せ

会員氏名と配信希望の旨をEメールにてお知らせ下さい
Eメール（ info@h-hokenikai.com ）

北海道保険医会　広報部まで

 より
内容が
変わります

11月11月11月11月News LetterNews Letter
ライフプラン講座 録画配信のご案内

講師：須藤　臣　氏
（ファイナンシャルプランナー）

これからの
老後資金づくりと、もしもの備え
　10月14日に開催したライフプラン講座の模様を
期間限定で動画配信いたします。下記のQRまたは
本会ホームページのトップページからアクセスして
いただき、下記のユーザーIDとパスワードを入力す
るとご覧いただけます。

10月18日（水）12:00から
10月25日（水）18:00まで

公
開
期
間
※ 上記期間以降のご視聴は一切できかねますので、
何卒ご注意ください。

ユーザーID lifeplan23
パスワード 1014hokenH
※ 会員とそのご家族のみの限定公開となります。ユーザーID・
パスワードの第三者への提供を固く禁じます。

大好評につき、

期間限定で録画配信中！

　開業医の高齢化が進み、後継ぎに頭を抱える院長も増えてきております。そ

の一方で、開業を目指しながらも、資金･経営面で不安を感じている有望な医師

もたくさんおられます。それらの解決策として、第三者による医業継承が開業

の一つの手段として確立しつつあります。今回は、そのような医業継承にスポ

ットを当て、具体的な継承事例を基に、円滑な医業継承の手順･事例をご紹介さ

せていただきます。

　院長として運営していたクリニックを、第三者へ

継承した際の実体験をお話させていただきます。

医院継承の進め方、ポイント第一部

第二部 診療所継承という選択～私の場合～

◆講演内容◆

個別相談会
11:40
〜
12:40

事前予約制
（限定4組）

オ
ン
請
求
「
義
務
化
」

オ
ン
請
求
「
義
務
化
」 

 
撤
回
求
め
、
パ
ブ
コ
メ
要
請

撤
回
求
め
、
パ
ブ
コ
メ
要
請

　道民の安心・安全を支える地域医療体制の維持・発展には、診療所の円滑な
継承が不可欠です。保険医サポート北海道では後継者が見つからない診療所の
医業継承につきまして、総合メディカル㈱と共催で医業継承セミナーを開催す
ることとなりましたので、ご案内致します。第三者継承を成功させるポイント
やライフプラン策定のお話など、医業継承をお考えの先生に是非ご参加いただ
きたい内容です。皆様のご参加を心よりお待ち申し上げております。

日　時

会　場

参加対象

参加方法

講　師

お申込み

オ
ン
請
求
「
義
務
化
」

オ
ン
請
求
「
義
務
化
」 

 
撤
回
求
め
、
パ
ブ
コ
メ
要
請

撤
回
求
め
、
パ
ブ
コ
メ
要
請

　

９
月
６
日
に
厚
労
省
は
、

診
療
報
酬
等
の
請
求
に
関
す

る
省
令
改
正
案
を
示
し
た
。

「
光
デ
ィ
ス
ク
等
を
用
い
た

請
求
」
が
療
養
の
給
付
等
に

関
す
る
請
求
方
法
か
ら
削
除

さ
れ
、「
レ
セ
プ
ト
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
使
用
し
て
い
な

い
場
合
」、
ま
た
は
「
常
勤

医
が
一
定
年
齢
以
上
で
あ
る

場
合
」
を
除
い
て
書
面
に
よ

る
請
求
が
で
き
な
く
な
る
。

　

経
過
措
置
も
示
さ
れ
た

が
、
医
療
機
関
の
電
子
媒
体

（
光
デ
ィ
ス
ク
等
）
で
の
請

求
は
原
則
２
０
２
４
年
９
月

末
ま
で
と
さ
れ
、
実
質
的
な

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
の
義
務
化

で
あ
る
。

　

現
在
、
電
子
媒
体
で
請
求

を
行
っ
て
い
る
施
設
は
、
医

科
・
歯
科
合
わ
せ
て
約
６
万

７
千
施
設
（
全
体
の
約
30

％
）
で
あ
り
、
医
科
で
は
約

24
％
な
の
に
対
し
、
歯
科
で

は
約
67
％
に
の
ぼ
り
、
多
大

な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求

の
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
大

き
な
理
由
に
費
用
の
問
題
が

あ
る
。
厚
労
省
の
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
電
子
媒
体
請
求
を

行
う
医
療
機
関
の
約
50
％
が

「
費
用
が
負
担
と
な
っ
て
い

る
」
と
答
え
て
い
る
。
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
実
質
義
務
化
に
あ
た

っ
て
補
助
金
な
ど
の
支
援
策

も
な
い
。

　

さ
ら
に
近
年
で
は
医
療
機

関
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃

も
発
生
し
、
昨
年
の
４
月
と

５
月
に
は
10
日
の
受
付
締
切

日
ま
で
に
多
く
の
医
療
機
関

が
受
付
未
了
と
な
り
、
請
求

期
間
を
12
日
ま
で
延
長
す
る

と
い
う
問
題
が
発
生
し
た
。

　

こ
う
し
た
事
態
を
受
け
て

本
会
は
医
療
現
場
に
混
乱
を

持
ち
込
む
だ
け
の
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
「
義
務
化
」
方
針
は

た
だ
ち
に
撤
回
す
べ
き
と

し
、
上
記
の
内
容
を
ま
と
め

た
パ
プ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

を
厚
労
省
に
提
出
し
た
。
今

後
も
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
義
務

化
の
撤
回
を
求
め
て
運
動
を

続
け
て
い
く
。

医業継承成功する成功する
医科向け 開業医のための医業継承セミナー



第1010号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2023年（令和5年）10月20日 北 海 道 保 険 医 新 聞 （4）

マ
イ
ナ
保
険
証
雑
感

　保険診療・請求事務対策として、医師・事務職員を対象に、「保険診療セミナー」を下記の通り開催致します。
算定要件を満たさない請求やレセプト記載の不備等による返戻・査定に備えるのはもちろん、医療機関でも 
保険診療上の正確な知識、審査傾向の把握や行政指導への対策など万全な準備が重要です。今回のセミナー 
では、指導監査、審査、保険診療や膠原病の検査などについて問題点を解説します。加えて、オンライン診療、 
コロナ診療やマイナカードとオンライン資格確認について留意事項や請求上の注意点等も解説します。この
機会に是非ご参加頂き日常診療、請求業務の点検にお役立て下さい。

1. 指導監査について

2. 審査、保険診療について

3. 膠原病の検査について

4. オンライン診療について

5. コロナ診療について

6. �マイナカードと� �
オンライン資格確認について

内
容（
予
定
）

Zoomウェビナーによるオンラインセミナー

北海道保険医会　審査対策部担当役員

医科会員、会員所属の医療機関職員

11月23日 まで

QRもしくは本会ホームページから申込ください

無料　

11月30日（木）18時30分～（所要時間90分程度）日　時

会　場

講　師

対　象

締　切

申　込

参加費

理
事
会
だ
よ
り

〈
９
月
〉

3
日　

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

9
日　

街
頭
宣
伝
行
動

26
日　

第
6
回
理
事
会

28
日　

保
険
診
療
セ
ミ
ナ
ー

保
険
医
会
の
動
き

 

「
月
間
保
団
連
9
月
号
」

に
は
「
炎
上
す
る
マ
イ
ナ
保

険
証
」と
い
う
特
集
記
事
で
、

マ
イ
ナ
保
険
証
と
オ
ン
資
に

関
連
す
る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い

て
の
調
査
結
果
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
幸
い
、
当
院

で
は
ま
だ
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

に
は
遭
遇
し
て
い
ま
せ
ん
。

当
院
で
オ
ン
資
の
運
用
を
始

め
て
か
ら
マ
イ
ナ
保
険
証
で

受
診
さ
れ
た
患
者
さ
ん
の
割

合
は
約
３
・８
％
と
少
数
で
、

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
率
の
低

さ
が
そ
の
理
由
な
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

現
在
マ
イ
ナ
保
険
証
の
所

持
率
は
全
人
口
の
約
53
・
8

％
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
に

対
し
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

率
は
保
団
連
調
べ
で
も
全
国

で
４
・５
％
程
度
で
す
の
で
、

マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
率
は
か

な
り
低
い
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　

現
場
の
印
象
で
は
利
用
率

が
低
い
主
な
理
由
と
し
て
、

次
の
よ
う
な
要
因
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
ま
ず
マ
イ
ナ
保
険

証
は
、
毎
回
持
参
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
と
そ
の
都

度
資
格
確
認
が
必
要
と
な
る

点
で
す
。ま
た
、カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な

い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。更
に
、マ
イ
ナ

カ
ー
ド
に
対
す
る
漠
然
と
し

た
不
安
や
反
感
も
利
用
を
た

め
ら
う
要
因
と
し
て
考
え
ら

れ
ま
す
。中
に
は
、医
科
で
は

マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し
て

い
る
が
歯
科
で
は
使
わ
な
い

と
い
う
方
や
、期
限
切
れ
の
保

険
証
を
持
参
し
て
し
ま
い
急

遽
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
さ

れ
た
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
マ
イ
ナ
保
険

証
に
は
利
用
者
側
と
医
療
機

関
側
と
の
双
方
に
そ
れ
な
り

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
し
、

将
来
的
に
は
こ
ち
ら
が
主
流

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
は

マ
イ
ナ
保
険
証
に
関
す
る
問

題
点
や
使
い
勝
手
を
入
念
に

検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

改
善
策
を
関
係
機
関
に
的
確

に
提
案
し
、
双
方
が
安
心
し

て
利
活
用
で
き
る
状
態
に
し

て
い
く
こ
と
も
私
た
ち
医
療

者
の
重
要
な
役
割
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。 

（
堤
田
）

■
第
6
回
理
事
会

日
時　

9
月
26
日（
火
）

場
所　
本
会
会
議
室（
ウ
ェ
ブ
）

協
議
事
項

①�

10
月
度
の
主
な
活
動
に
つ

い
て

②�

「『
す
べ
て
の
医
療
機
関
を

守
る
た
め
診
療
報
酬
の
大

幅
引
き
上
げ
を
求
め
る
医

師・歯
科
医
師
要
請
署
名
』

取
り
組
み
の
お
願
い
」
に

つ
い
て

③�

団
体
定
期
保
険
の
受
託
生

保
会
社
シ
ェ
ア
配
分
に
つ

い
て

④�

事
務
職
員
の
定
年
年
齢
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

三
浦　

美
彦
先
生

４
月
26
日
ご
逝
去（
69
歳
）

山
本　

邦
夫
先
生

6
月
21
日
ご
逝
去（
68
歳
）

小
川　

智
先
生

8
月
5
日
ご
逝
去（
83
歳
）

八
木　

政
明
先
生

8
月
29
日
ご
逝
去（
82
歳
）

江
口　

弘
晃
先
生

9
月
11
日
ご
逝
去（
61
歳
）

謹
ん
で
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

　厚労省より10月以降の新型コロナウイルス感染症患者の取り扱いが示され、コロナ特例点数等が一部変更となっております。新旧比較早
見表を下記に掲載いたしますので、ご確認ください（2023年10月1日時点）。

（高齢者施設等の特例）
算定要件等の概要 算定点数（9月30日まで） 算定点数(10月1日から)

介護医療院若しくは介護老人保健施設（以
下「介護医療院等」という）又は地域密着
型介護老人福祉施設若しくは介護老人福祉
施設（以下「介護老人福祉施設等」という）
に入所するCOVID-19患者から、コロナに関
連した訴えについて往診を求められ、往診
した場合。

救急医療管理加算１（施
設内療養・緊急の往診等）
（特例）2,850点

救急医療管理加算１（施
設内療養・緊急の往診
等）
（特例）950点

介護医療院等又は介護老人福祉施設等に入
所する者が新型コロナウイルス感染症に感
染した場合であって、往診ではなく、看護
職員とともに施設入所者に対してオンライ
ン診療を実施した場合。

救急医療管理加算１（オ
ンライン）
（特例）950点

院内トリアージ実施料
（オンライン）
（特例）300点

介護医療院等又は介護老人福祉施設等に入
所するCOVID-19患者に対して、介護老人福
祉施設等の配置医師又は介護医療院等の併
設保険医療機関の医師が往診等を実施する。

院内トリアージ実施料
（特例）300点

看護配置加算
（特例）50点

（入院調整）
算定要件等の概要 算定点数（9月30日まで） 算定点数(10月1日から)

COVID-19患者について、入院調整を行った
上で、入院先の医療機関に対し診療情報を
示す文書を添えて患者の紹介を行い、診療
情報提供料（Ⅰ）を算定する場合（小児科
外来診療料等の診療情報提供料（Ⅰ）に係
る費用が当該管理料等に含まれる場合も該
当）。

・救急医療管理加算１
（入院調整）（特例）950
点
・乳幼児加算（外来診療・
往診等）（特例）400点
・小児加算（外来診療・
往診等）（特例）200点

療養情報提供加算（特例）
100点

（コロナ治療薬）
算定要件等の概要 算定点数（9月30日まで） 算定点数(10月1日から)

小児科外来診療料、小児かかりつけ診療料、
在宅時医学総合管理料、施設入居時等医学
総合管理料又は在宅がん医療総合診療料を
算定する患者に対し、抗ウイルス剤（新型
コロナウイルス感染症の効能若しくは効果
を有するものに限る）を処方した場合は、
別途、薬剤料を算定できる。

当該薬剤の薬剤料 変更なし

（在宅）
算定要件等の概要 算定点数（9月30日まで） 算定点数(10月1日から)

COVID-19（疑い含む）患者に対して、感染
防止策を講じて往診等を行う。

院内トリアージ実施料
（特例）300点

看護配置加算（1日につき）
（特例）50点

①COVID-19患者からコロナに関連した訴え
について往診を緊急に求められ往診を行う。
②COVID-19患者に対してコロナに関連した
継続的な診療の必要性を認め訪問診療を行
う。
※①②は同一の患家等で2人以上のCOVID-19
患者を診療した場合であっても、2人目以降
に算定できる。

・�救急医療管理加算１
（緊急の往診等）�
（特例）950点
・�乳幼児加算（外来診療・
往診等）�
（特例）400点
・�小児加算（外来診療・
往診等）�
（特例）200点

院内トリアージ実施料
（在宅）（緊急往診等）
（特例）300点

COVID-19（疑い含む）患者に対して、訪問
看護・指導を実施する場合について、当該
患者の状況を主治医に報告し、主治医から
感染予防の必要性についての指示を受けた
上で、必要な感染予防策を講じて当該患者
の看護を行う場合、月１回算定できる。

在宅移行管理加算
（特例）250点

在宅移行管理加算
（特例）100点

COVID-19患者に対して、緊急に訪問看護を
実施した場合、長時間訪問看護・指導加算
又は長時間精神科訪問看護・指導加算を、
訪問看護を行った時間を問わず1日につき1
回算定できる。

・�長時間訪問看護・指導
加算（緊急）�
（特例）520点
・�長時間精神科訪問看
護・指導加算（緊急）�
（特例）520点

・�長時間訪問看護・指導
加算（緊急）�
（特例）208点
・�長時間精神科訪問看
護・指導加算（緊急）�
（特例）208点

COVID-19患者に対して、訪問看護・指導計
画に定めた訪問看護・指導を実施した場合、
長時間訪問看護・指導加算又は長時間精神
科訪問看護・指導加算を、訪問看護を行っ
た時間を問わず１日につき１回算定できる。

・�長時間訪問看護・指導
加算（特例）260点
・�長時間精神科訪問看
護・指導加算�
（特例）260点

・�長時間訪問看護・指導
加算（特例）104点
・�長時間精神科訪問看
護・指導加算�
（特例）104点

（外来）
算定要件等の概要 算定点数（9月30日まで） 算定点数(10月1日から)

外来対応医療機関かつ「自院患者以外も対応」
として道のホームページにて公表している
医療機関において、COVID-19（疑い含む）
患者に対して、感染防止策を講じて診療する。

院内トリアージ実施料
（特例）300点

特定疾患療養管理料
（100床未満の病院）
（特例）147点

外来対応医療機関ではない医療機関、又は外
来対応医療機関であるが「自院患者のみ対応」
として道ホームページにて公表している医療
機関において、COVID-19（疑い含む）患者
に対して、感染防止策を講じて診療する。

特定疾患療養管理料
（100床未満の病院）
（特例）147点

夜間・早朝等加算
（特例）50点

COVID-19患者に対して、家庭内の感染防止
策や、重症化した場合の対応等の療養上の
指導を実施。指導内容の要点をカルテに記載。

特定疾患療養管理料
（100床未満・療養指導）
（特例）147点

終了

※�特定疾患療養管理料（100床未満の病院）（特例）147点は算定要件を満たす外来対応医療機関で
あれば算定可

医師・医事職員のための返戻・査定対策に医師・医事職員のための返戻・査定対策にセミナーセミナー保保 険険 診診 療療

10月以降のコロナ特例

■コロナ特例点数（新旧比較早見表）（入院点数は除く）


